












































































































































































































































































































ブ ッ シ ュ 大統領 （実名を報道） 
テネットCIA長官 



































（ はCIA工 作員の身元情報の 流れ） 
シュ政権の意向に沿う誤った記事を連発したとされる。今回の問題を契機に，
社内外で『政権の情報操作に利用された』との批判が一気に高まった」（同
上，２００５年１０月２８日付）。ミラー記者は，天然痘テロの危険性も，２００２年１２
月から「警告」し続けている。ワシントン発の鎌塚由美記者の報道によれば，
ミラー記者に対する批判はきびしい。
「リビー氏とのかかわりを大陪審で証言するのを拒否し収監されたミラー記
者は，イラク戦争開戦前，ブッシュ政権高官や亡命イラク人からの情報に基づ
き，イラクの大量破壊兵器疑惑を書きまくった人物です。ミラー記者の記事が
同紙〔ニューヨーク・タイムズ〕一面に掲載されると，その翌日にはテレビ番
組でチェイニー副大統領はそれを“証拠”として引用し，イラクの脅威をあお
りました。チェイニー副大統領の片腕として，イラク戦争推進の中心にいたの
がリビー氏です。」ブッシュ政権による偽の「証拠」づくりとマスメディアに
よる偽情報の広範な伝達という基本的構造の一部が，チェイニーとリビーと
ジュディス・ミラー記者をめぐる一連の事件によって，明示されたのである。
図１ CIA 工作員事件の関係者と情報の流れ
（出所）『日本経済新聞』２００５年１０月２９日付。
生物兵器の政治経済学とマスメディア ８９
本稿は「ミネルヴァの梟」ではなく，現在進行中の問題を取扱っているの
で，「研究ノート」の未定稿であるが，日本の政権と日本のマスメディアとの
同様の関係を批判的に再検討するための手がかりとして，不充分を知りつつ発
表するものである。 （２００５年１１月１１日）
（付記） ニューヨーク・タイムズ紙の２００５年１１月９日の電子版によれば，
ジュディス・ミラー記者（５７）は，同社を退社した。ミラー記者は，「自分
自身がニュース対象になってしまったこと」を最大の退職理由に挙げた。
９０ 専修経営研究年報
